
学校名 阿久根市立脇本小学校    

項    目 活動内容等 

１ 推薦機関が受賞候補  

校等を推薦する理由 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 受賞候補校等の活動  

状況等 

⑴ 活動の動機・頻度 

 

 

 

① 活動を始めた動

機及び開始年月 

 

 

② 活動の愛称名が 

あれば記入して下

さい 

 

③ 月間又は年間活

動回数 

 

１ 脇本小学校の校区には，海水浴場として県内外 

から多くの人が訪れる脇本海水浴場（下村海岸）

がある。児童にとっても，親しみのある場所であ

るとともに，ウミガメ及びシロチドリの産卵地と

して，地域として保全に努めている。 

  下村海岸の清掃活動に毎年取り組み，児童の環

境美化への意識を高めている。取組の様子はブロ

グや学校便りで情報発信し，家庭・地域・卒業生

などに周知している。 

このような活動は，地域全体の環境保全の啓発

につながることが期待できる取組であり，他校の

模範となる活動であると考え，推薦する。 

２－⑴ 郷土の清掃活動を通して地域の環境美化に

努めるとともに，郷土の自然に親しみ，郷土

を愛する気持ちを育てることを目的とし，海

岸清掃活動と環境保全活動に取り組んでい

る。 

 

① 開始年月日は不明であるが，少なくとも 13年以

上は継続している。 

（平成 21年 5月 19日の記録より） 

 

② 海岸清掃活動…「ふるさと美化活動」 

郷土の海岸と生き物を守るふるさと美化活動 

③－１ 「ふるさと美化活動」 年間８回程度 

○ 毎年５～６月の春の一日遠足時 

○ 毎年６～７月のＰＴＡ遠泳大会（試泳の３回

及び当日）時 

 ○ 毎年 12月の持久走大会時 

 ○ ３年生の総合的な学習の時間 

「脇本自然たんけん隊」 

 〇 ４年生の総合的な学習の時間 

   「新田川環境調査」 

          



                                             

項    目 活動内容等 

 ③－２ 総合的な学習での環境学習の取組 

○ 「脇本自然探検隊」     ３年生  25時間 

○ 「われら脇本環境調査隊」 ４年生  20時間  

○ 「自然から学ぼう」     ５年生   ８時間 

○ 「実践しようＳＤＧｓ」   ６年生  31時間  

 

④ 活動のエリア 

 

⑤ 活動１回当たり  

 の平均参加者数 

⑥ 活動１回当たり   

 の平均時間 

⑦ 収集物の処分 

 

 

 

 

⑵ 活動の独創性 

  活動の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 脇本小学校近くの下村海岸（脇本海水浴場） 

⑤ 全校児童 191人，全職員 23人，計 214人 

⑥ 60分間 

⑦ 回収する際は，袋で分別する。 

  収集ごみは，大きく分けて「燃やせるごみ（流

木や竹等）」，「燃やせないごみ（プラスチック，発

砲スチロール等）」に分別し，阿久根市環境水産課

に依頼する。 

⑵ ふるさと美化活動を行っている脇本海水浴場

（下村海岸）は，ウミガメ及びシロチドリの産卵

地で，地域のＮＰＯ法人脇本海岸ウミガメ・シロ

チドリ会が保護活動を行っている海岸である。 

児童は，自分たちの身近な環境にある海岸を清

掃することにより，生き物の保護活動に関わり，

自然に親しみ，自然の美しさや地域の自然環境の

すばらしさを感じることができる。令和３年度か

らＮＰＯの協力により，マイクロプラスチック回

収を行い，海洋ごみがウミガメに与える影響につ

いても深く考えるようになった。 

また，環境保護について学習を深めるために，

鹿児島県環境保全協会の指導員の方を講師に，生

活排水や河川の水質・生物調査に取り組んでいる。 

このような環境学習を通して，ＳＤＧｓの取組

を身近なものとして考え，主体的に活動できる児

童が育ってきた。また，活動の様子は，ブログや

学校便りで情報発信している。 



⑶ 地域への貢献度 

① 地域の環境美化  

への貢献 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域住民との 

協力活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 児童生徒の活動

に対する地域住民

の反応 

⑶－① ふるさと美化活動を行っている脇本海水浴

場（下村海岸）は地域の方々も清掃活動に力

を入れている。また，ウミガメやシロチドリ

の産卵地であり，保護活動を行っている海岸

でもある。 

次の時代を担う児童が清掃に励んだり，啓

発用のポスターを作成したりして，産卵地保

護活動に関わることで，地域住民の環境美化

や自然愛護に対する意識も高めている。 

 

② ふるさと美化活動は，清掃活動だけでなく，活

動の前後には，地域住民の方々にウミガメやシロ

チドリの産卵地を教えていただき，場所を確認す

る作業を行ったり，海岸や干潟の生き物について

学習を深めたりすることで，児童が主体的に活動

に取り組めるようにしている。 

また，児童が回収したごみを分別する作業を地 

域の方に手伝っていただいている。 

さらに，ウミガメやシロチドリ保護のポスター 

を児童が作成し，看板の製作を地域と協力して行 

っている。 

このような取組から，環境保護のために，自主

的に海岸清掃に参加する家庭や地域住民が増えて

きた。 

 

 

③ 児童が海岸清掃している様子を実際に見ていた 

 だいたり，学校便り等で活動の様子を紹介したり 

 することで，地域住民の方々から児童に対する励 

 ましの言葉や称賛の言葉をいただいている。 

  環境美化やウミガメ・シロチドリの保護活動に

ついては，海岸の掲示板や立て看板を作って利用

者に知らせ，学校の環境美化の取組を新聞などで

取り上げてもらうことにより，地域の方にも広く

知っていただき，協力を得ている。 

 

  



項    目 活動内容等 

⑷ 環境教育との関連  

① 環境教育と活動と  

  の結び付き 

 

 

 

② 活動開始後の児

童・生徒の美化 

意識の変化 

 

③ 当該活動以外の環  

  境教育実践活動 

 

 

 

 

 

⑸ 当該活動で他の表 

彰を受けたことがあ 

りますか。 

⑹ 校内外活動のため 

の時間の作り方 

 

３ その他特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

⑷－① 郷土の自然について知り，ウミガメやシロ 

チドリの保護活動や干潟の貴重な生物につい 

て学習し，海岸清掃を行うことにより，環境 

問題に対する意識を高め，自分たちの手で地 

域をきれいにしていこうとする心情と実践的 

な行動力を養うことができる。  

② 児童は，脇本海水浴場（下村海岸）下村海岸を清

掃することにより，ウミガメやシロチドリの保護

活動への意欲が向上し，ごみの散乱防止，環境の保

全・改善に努めようとする意識が高まっている。  

③ 

 ○ 地域高齢者への花鉢プレゼント・地域交流 

 ○ 緑の日（毎月１回）緑化栽培活動 

○ リサイクル活動 

空き缶・ペットボトル・ペットボトルキャッ 

プの回収 

 

⑸ 令和４年度海岸愛護運動知事表彰 

  令和６年度みどりの月間環境大臣賞   

⑹ 「ふるさと美化活動」については，春の一日遠 

   足の時間帯(9:35～10:35)及び持久走大会時，Ｐ 

   ＴＡ遠泳大会（試泳３回，当日）に実施している。 

３ 活動の様子 

マイクロプラスチック回収清掃（上段）・ウミガメ教室（下段） 

 

 

 



令和６年度阿久根市立脇本小学校 脇本海岸保全活動の取組 
 

１ 活動名  

  郷土の海岸と生き物を守るふるさと美化活動 

 

２ 活動目標 

海岸の清掃活動を通して地域の環境美化に取り組み，環境学習を通して海

岸に生息するウミガメやシロチドリの保護に取り組む。 

 

３ 活動内容・活動人数 

 ⑴ ふるさと美化活動」・・・学校近くの海岸清掃 

                        全校児童 191人，職員 23人，計 214人 

⑵ 「脇本自然探検隊」 ・・・ 脇本海水浴場（下村海岸）の環境について

知り，ウミガメやシロチドリの保護につい

て学習する。 

３年生 36人  

⑶ 「われら脇本環境調査隊」 

            ・・・ 脇本の河川の水質調査や脇本海岸の生物生態

調査を行い，環境保護や生物保護活動に取り

組む。 

４年生 31人 

 ⑷ 「自然から学ぼう」・・・ 脇本海岸の美化活動を通して，自然に親しむ

活動に取り組む。 

               ５年生 38人 

 ⑸ 「実践しようＳＤＧｓ」・ 世界の国々での SDGｓの取組について調べ，

自分たちができることについて計画を立て実

践する。 

                              ６年生 26人  

 

４ 活動回数・活動時間 

 ⑴ 「ふるさと美化活動」・・・年間６回程度 

   春の一日遠足時 １時間程度 

   持久走大会時  30分程度                             

ＰＴＡ遠泳大会前の海岸清掃  ２回 

    総合的な学習の時間 

３年 下村海岸清掃 ４年 新田川河口環境調査  

５年 下村海岸清掃 

⑵ 「脇本自然探検隊」 ・・・・・・３年生 25時間 

⑶ 「われら脇本環境調査隊」・・・・４年生 20時間 

⑷ 「自然から学ぼう」・・・・・・・５年生 ８時間 

⑸ 「実践しようＳＤＧｓ」・・・・・６年生 31時間  

  



 

５ 活動の様子 

⑴ ふるさと美化活動 

  ア 活動前の準備 

    学校で縦割り(異学年)班で整列し，道具，ごみ袋等の準備を確認して，

学校近くの脇本海水浴場（下村海岸）へ向けて出発する。 

  

イ 海岸清掃範囲の確認 

    海岸に到着後，ウミガメやシロチドリの産卵場所・生息場所の説明を聞

く。 

   
ウ 班ごとに活動を決め，清掃活動を行う。 

   

エ 活動の振り返り 

    清掃活動後，どのような種類のごみが落ちていたか，ごみの分別ができ

たかなど，活動の振り返りを行う。 

 

 

 

 

 



⑵ 「脇本自然探検隊」 

        ウミガメ学習           シロチドリ学習 

   

⑶ 「われら脇本環境調査隊」 

     環境学習（水質検査）        汚水の浄化実験     

    

⑷ 「自然から学ぼう」 

    マイクロプラスチック回収    マイクロプラスチック回収 

   

⑸ 「実践しようＳＤＧｓ」 

    協力隊ＯＢと留学生授業     郷土の歴史学習（寺島会）   

   


